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す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち

の
お
店
に
つ
い
て
の
ア
イ

デ
ア
や
意
見
も
増
え
た
そ

う
だ
。

　
そ
う
し
た
中
で
「
も
っ

と
私
達
の
お
店
を
地
域
の

人
に
知
っ
て
ほ
し
い
！
」

と
い
う
声
が
あ
が
り
、

マ
ッ
プ
作
り
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
　

＊
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

「
く
ら
む
ぼ
ん
ち
ゃ
ん
」に
決
定
！

　
各
事
業
所
に
は
、
絵
が

得
意
な
メ
ン
バ
ー
も
多
い

が
、
な
か
な
か
発
表
の
場

が
な
い
。そ
こ
で
、ス
タ
ッ

フ
は
メ
ン
バ
ー
へ
マ
ッ
プ

の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募

集
を
呼
び
か
け
た
。

　
個
性
的
な
四
作
品
の
な

か
で
選
ば
れ
た
の
が
青
木

香
葉
子
さ
ん
（
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
旭
）
の
「
く
ら
む
ぼ

ん
ち
ゃ
ん
」。
宮
沢
賢
治

の
「
や
ま
な
し
」
の
一
文

「
く
ら
む
ぼ
ん
は
か
ぷ
か

ぷ
笑
っ
た
よ
」
か
ら
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

て
、
命
名
し
た
そ
う
だ
。

青
木
さ
ん
は
「
ホ
ッ
と
で

き
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
場

所
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
い

た
」
と
言
う
。
も
と
も
と

絵
が
得
意
な
青
木
さ
ん
。

見
る
人
を
思
わ
ず
笑
顔
に

さ
せ
る
魅
力
あ
る
マ
ッ
プ

に
な
っ
た
。

＊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が

始
ま
っ
た

　
こ
の
マ
ッ
プ
、
昨
年
十

二
月
か
ら
旭
区
役
所
や
旭

区
社
会
福
祉
協
議
会
、
掲

載
店
で
配
布
中
だ
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
制
覇

第
一
号
の
方
は
、
お
子
さ

ん
が
特
別
支
援
学
校
に

通
っ
て
い
る
お
母
様
。
そ

の
後
、
地
域
の
方
や
作
業

所
の
メ
ン
バ
ー
が
続
々
と

制
覇
し
、
そ
の
数
は
す
で

に
六
名
に
の
ぼ
る
（
五
月

現
在
）。

　
趣
旨
に
賛
同
し
た
市
民

か
ら
の
寄
附
や
、
旭
区
役

所
、
旭
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
力
に
よ
り
、
マ
ッ

プ
の
増
刷
や
の
ぼ
り
の
作

成
、
参
加
者
へ
の
記
念
品

な
ど
を
そ
ろ
え
、
ま
す
ま

す
盛
り
あ
が
り
を
見
せ
そ

う
だ
。

　
障
害
が
あ
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
街

で
、そ
の
人
ら
し

く
「
地
域
の
中
で

暮
ら
す
」と
は
、ど

う
い
う
事
で
し
ょ

う
。一
人
暮
し
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生

活
の
中
で
、何
人
の
方
と

挨
拶
し
、声
を
か
け
て
も

ら
え
る
で
し
ょ
う
か
。そ

の
地
域
の
方
と
の
出
会
い

を
大
切
に
し
、関
係
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
地
域

の
中
で
暮
ら
す
鍵
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
の
方
と
の
つ
な
が

り
づ
く
り
で
は
、平
成
二

十
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
後

見
的
支
援
制
度
の
「
あ
ん

し
ん
キ
ー
パ
ー
」の
存
在

が
あ
り
、そ
の
発
掘
を
初

め
と
し
て
ま
だ
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、見
守

り
の
体
制
が
あ
る
と
安
心

で
き
ま
す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
一
年
に
な
り
ま

す
が
、障
害
者
・支
援
者
か

ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。ま
だ
ま
だ

障
害
者
に
と
っ
て
地
域
の

中
で
暮
ら
す
こ
と
に
は
多

く
の
壁
が
あ
る
よ
う
で

す
。障
害
者
が
、法
で
守
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、地
域

の
中
で
守
ら
れ
た
い
も
の

で
す
。

（
横
浜
市
障
害
者
地
域
活

動
ホ
ー
ム
連
絡
会
　

早
坂
由
美
子
）

愉
快
な
カ
フ
ェ 

ス
ウ
ィ
ー
ツ
店
マ
ッ
プ

～
み
ん
な
で
「
く
ら
む
ぼ
ん
の
地
図
」
を
作
り
ま
し
た
～

メンバーたちの活躍の場を育て
素敵な出会いを生む夢の地図です

　
昨
年
十
二
月
、
旭
区
で

活
動
し
て
い
る
作
業
所
な

ど
の
紹
介
マ
ッ
プ
が
完
成

し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
、
完

成
ま
で
に
あ
し
か
け
三
年

を
か
け
、
メ
ン
バ
ー
と
ス

タ
ッ
フ
が
力
を
合
わ
せ
て

作
っ
た
手
づ
く
り
だ
。
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
は
お
菓

子
づ
く
り
や
喫
茶
を
し
て

い
る
十
三
か
所
の
事
業

所
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

で
き
、
全
店
の
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
。

＊
私
達
の
お
店
を

も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
！

　
作
成
は
旭
区
地
域
自
立

支
援
協
議
会
の
日
中
連
絡

会
。
障
害
の
あ
る
人
を
支

援
す
る
事
業
所
間
の
連
携

を
深
め
る
た
め
に
活
動
を

始
め
た
が
、
各
事
業
所
の

情
報
を
交
換
す
る
中
で
、

自
然
発
生
的
に
製
菓
・
喫

茶
グ
ル
ー
プ
が
発
足
。
職

員
だ
け
で
な
く
、
メ
ン

バ
ー
間
の
交
流
も
始
ま

り
、
相
互
に
お
店
を
見
学

ー掲載されているお店ー
＊第２あさひの家
＊Cafe  aliare
＊喫茶カプカプ
＊くるみの木
＊辻のあかり
＊ほわほわ
＊まちふく
＊まどか工房
＊喫茶ミコミコ
＊夢夢夢
＊喫茶ゆいまーる
＊CAFE  LUCE
＊こんがり工房
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平
成
二
十
九
年
度
横
浜

市
社
協
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
予
算
総
額
は
、
約

三
十
四
億
二
千
万
円
余
で
、

団
体
助
成
費
の
減
の
一
方
、

後
見
的
支
援
事
業
の
拡
充

に
よ
る
委
託
料
の
増
に
よ

り
、
ほ
ぼ
前
年
度
同
額
で

あ
る
。
主
な
事
業
概
要
は

次
の
と
お
り
。

　

今
年
度
は
、
①
地
域
に

お
け
る
障
害
者
理
解
の
促

進
②
障
害
者
後
見
的
支
援

制
度
の
推
進
③
横
浜
あ
ゆ

み
荘
の
サ
ー
ビ
ス
・
運
営

の
更
な
る
向
上
の
三
点
を

重
点
取
組
と
し
、
関
係
団

体
・
区
社
協
な
ど
と
の
連

携
を
行
い
な
が
ら
積
極
的

に
取
り
組
む
。

障
害
者
理
解
の
促
進

　
障
害
児
者
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
、
当
事
者
や
家
族
が

主
体
と
な
っ
て
、
区
社
協

な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
地

域
生
活
に
関
わ
る
関
係
機

関
や
市
民
へ
の
啓
発
な
ど

を
行
う
「
セ
イ
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
横

浜
」
支
援
を
進
め
る
。

　
加
え
て
、
区
社
協
と
協

働
し
て
、
地
区
社
協
な
ど

の
地
域
団
体
に
よ
る
障
害

理
解
の
た
め
の
講
座
開
催

に
、
障
害
者
・
家
族
を
講

師
と
し
て
紹
介
す
る
と
と

も
に
講
師
謝
金
の
助
成
な

ど
開
催
支
援
を
あ
ら
た
に

実
施
す
る
。

後
見
的
支
援
制
度
の
推
進

　
平
成
二
十
九
年
三
月
に
、

残
る
二
区
に
お
い
て
事
業

が
開
始
さ
れ
、
市
内
全
区

で
推
進
体
制
が
整
備
さ
れ

た
。

　
推
進
法
人
と
し
て
の
本

会
は
、
本
制
度
の
推
進
・

総
合
調
整
を
図
る
と
と
も

に
、
全
市
的
な
広
報
・
周

知
活
動
を
進
め
る
ほ
か
、

登
録
拡
大
に
向
け
た
制
度

周
知
、あ
ん
し
ん
キ
ー
パ
ー

の
登
録
拡
大
な
ど
運
営
法

人
と
と
も
に
「
身
近
な
見

守
り
」
機
能
の
充
実
と
権

利
擁
護
の
推
進
に
継
続
的

に
取
り
組
む
。

横
浜
あ
ゆ
み
荘
の

サ
ー
ビ
ス
・
運
営
の
向
上

　
様
々
な
障
害
児
者
と
そ

の
家
族
に
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
業
務
の

点
検
を
行
い
、
職
員
の
研

鑚
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
る
。

　
ま
た
、
開
所
後
初
め
て

の
大
規
模
修
繕
を
予
定
し

て
い
る
が
、
工
事
日
程
な

ど
速
や
か
に
周
知
を
行
う

と
と
も
に
、
工
事
期
間
中

の
営
業
に
つ
い
て
は
、
安

全
に
充
分
に
配
慮
し
、
利

用
者
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
す
る
よ
う
努
め
る
。

受
注
セ
ン
タ
ー
わ
ー
く
る

　
市
内
の
様
々
な
企
業
・

団
体
な
ど
に
対
し
、
障
害

者
の
日
頃
の
活
動
へ
の
理

解
を
図
り
な
が
ら
、
更
な

る
受
注
開
拓
に
努
め
る
と

と
も
に
、
登
録
事
業
所
の

受
注
支
援
を
行
う
な
ど
更

な
る
発
展
に
向
け
取
り
組

む
。

地
域
訓
練
会
助
成
事
業

　
障
害
児
の
保
育
や
グ
ル
ー

プ
活
動
な
ど
の
場
で
あ
る

地
域
訓
練
会
の
運
営
を
支

援
し
、
活
動
費
を
助
成
す

る
。
併
せ
て
、
関
係
機
関

や
障
害
児
家
族
に
対
し
訓

練
会
の
周
知
に
取
り
組
む
。

助
成
予
定
：
六
十
団
体

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

作
業
所
型
助
成
事
業

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

作
業
所
型
の
運
営
を
支
援

し
、運
営
費
を
助
成
す
る
。

助
成
予
定
：
百
三
団
体
。

地
域
活
動
ホ
ー
ム
助
成
事
業

　
障
害
児
者
の
地
域
活
動

の
拠
点
で
あ
る
機
能
強
化

型
活
動
ホ
ー
ム
二
十
三
か

所
の
運
営
を
支
援
し
、
そ

の
運
営
費
等
を
助
成
す
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
助
成
事
業

　
障
害
者
が
地
域
で
共
同

し
て
自
立
し
た
生
活
を
送

る
場
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
運
営
を
支
援
し
、
運

営
費
等
を
助
成
す
る
。

助
成
予
定
：
八
団
体

人
権
擁
護
事
業

　
障
害
児
者
の
人
権
が
生

活
の
様
々
な
場
面
で
確
立

し
て
い
く
よ
う
、モ
ニ
タ
ー

活
動
な
ど
の
充
実
を
図

る
。ま
た
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
モ
ニ
タ
ー
活
動
を
他

機
関
と
連
携
し
実
施
す

る
。
併
せ
て
、
各
事
業
者

が
自
己
点
検
を
行
え
る
よ

う
簡
易
版
モ
ニ
タ
ー
リ
ス

ト
を
作
成
す
る
。

地
域
活
動
支
援
事
業

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

作
業
所
型
・
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
に
対
し
て

医
師
・
弁
護
士
・
建
築
家

な
ど
を
派
遣
し
、
専
門
的

な
相
談
活
動
な
ど
を
実
施

す
る
。

研
修
事
業

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

作
業
所
型
・
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
・
後
見
的
支
援

室
、
訓
練
会
な
ど
の
活
動

に
関
わ
る
当
事
者
と
家
族
、

関
係
機
関
職
員
な
ど
に
対

し
、
障
害
者
福
祉
の
総
合

的
な
研
修
を
計
画
的
に
実

施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
度

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
予
算

平成２９年度横浜市社協障害者支援センター事業予算
事業名 予算額(千円)

地域訓練会運営費助成事業 86,477
地域活動ホーム事業 543,582
地域活動支援センター作業所型
助成事業 2,135,714

グループホーム助成事業 99,346
販路拡大事業 6,350
家庭援護事業 2,547
研修事業 1,190
福祉団体活動支援事業 3,000
地域活動支援事業 17,899
療育検診活動事業 614
啓発活動事業 2,807
調査研究事業 479
人権擁護事業 2,950
助成団体監査事業 4,000
作業所等賠償責任保険事業 2,730
セイフティネットプロジェクト
横浜支援事業 1,850

障害者後見的支援事業 200,859
よこはま障害者共同受注
総合センター事業 18,400

横浜あゆみ荘事業 219,151
その他 74,301

合　　計 3,424,246
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去
る
三
月
十
八
日
、
医

療
、
教
育
、
福
祉
、
行
政

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
標

記
懇
談
会
（
座
長
・
日
浦

美
智
江
氏
・
参
加
者
二
十

三
名
）
が
開
催
さ
れ
、
熱

心
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

■
横
浜
市
が
調
査

　

平
成
二
十
六
年
度
に
泉

区
、
二
十
七
年
度
に
金
沢

区
の
障
害
者
自
立
支
援
協

議
会
が
重
心
の
方
の
通

学
、
移
動
、
日
中
活
動
に

関
す
る
課
題
提
起
を
横
浜

市
障
害
者
自
立
支
援
協
議

会
に
行
っ
た
。
そ
れ
を
受

け
、
横
浜
市
は
、
重
心
の

方
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
、

課
題
を
感
じ
る
場
面
、
必

要
な
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
全
区
の
自
立
支
援
協

議
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
平
成
二
十
八
年
）
を
実

施
。
健
康
福
祉
局
障
害
福

祉
課
地
域
活
動
支
援
係
長 

松
浦
氏
は
「
分
析
し
た
結

果
を
ふ
ま
え
、
今
後
は
事

業
所
レ
ベ
ル
、
区
域
・
市

域
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
を

連
動
さ
せ
、
課
題
解
決
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
語

る
。

■
通
所
先
確
保
と

　
多
機
能
型
拠
点
整
備
を

　

今
後
も
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
卒
業
生
は
毎
年
、

約
二
十
名
前
後
が
見
込
ま

れ
る
。
一
方
、
週
五
日
受

け
入
れ
可
能
な
社
会
資
源

に
は
大
き
な
地
域
偏
在
が

あ
る
。特
に
北
部
方
面
は
、

今
後
も
卒
業
生
が
多
く
見

込
ま
れ
る
が
（
表
参
照
）、

事
業
所
で
の
受
け
入
れ
可

能
な
人
数
は
少
な
く
、
こ

の
地
域
で
の
安
定
的
な
進

路
確
保
は
難
し
い
状
況
だ
。

　

ま
た
、
多
機
能
型
拠
点

の
整
備
は
、
毎
年
強
い
要

望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
。

横
浜
重
心
グ
ル
ー
プ
「
ぱ

ざ
ぱ
ネ
ッ
ト
」
会
長
・
下

山
氏
は
「
土
地
確
保
の
問

題
な
ど
も
あ
る
が
、
多
機

能
型
拠
点
は
残
り
三
方
面

（
北
東
部
、
中
央
部
、
南

東
部
）
の
整
備
を
計
画
ど

お
り
進
め
て
ほ
し
い
」
と

要
望
。　

　

さ
ら
に
、
委
員
か
ら
は

「
要
医
療
的
ケ
ア
の
方
の

低
年
齢
化
」
を
指
摘
す
る

声
も
上
が
る
。
先
の
横
浜

市
実
施
の
調
査
分
析
を
踏

ま
え
て
、
今
後
を
見
通
し

た
拠
点
整
備
、
地
域
資
源

の
充
実
が
望
ま
れ
る
。

■
生
活
と
医
療
の
循
環
を

　

昨
年
開
所
し
た
横
浜
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
港
南
。

入
所
（
長
期
、
短
期
）、

外
来
診
療
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
相
談
支
援

事
業
な
ど
を
展
開
し
て
お

り
、
入
所
利
用
者
に
対
し

て
は
日
中
活
動
も
提
供
し

て
い
る
。

　
「
生
活
の
中
に
あ
る
医

療
」
を
目
標
に
掲
げ
る
根

津
セ
ン
タ
ー
長
は
「
地
域

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
在

宅
で
暮
ら
し
て
い
る
方

が
、
医
療
が
必
要
で
あ
れ

ば
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
で

き
、
体
調
が
安
定
し
た
ら

再
び
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
医
療
と
地
域
の
暮
ら

し
が
循
環
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と

語
る
。

　

日
浦
座
長
は
最
後
に

「
重
心
の
方
に
と
っ
て
、

医
療
の
問
題
は
大
き
い
。

地
域
の
医
療
機
関
と
も
上

手
く
つ
な
が
っ
て
欲
し

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

第
二
十
回
　
重
症
心
身
障
害
児
者
の
進
路
と

　
　
　
生
活
支
援
を
考
え
る
懇
談
会
　
開
催

障
害
者
地
域
活
動
ホ
ー
ム

　
金
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー

太
田
秀
子
さ
ん

　

二
階
の
作
業
室
で
太
田

さ
ん
が
ミ
シ
ン
で
作
業
を

し
て
い
る
傍
ら
で
、
通
所

者
の
高
野
光
子
さ
ん
が
刺

し
子
で
布
巾
に
刺
し
ゅ
う

を
し
て
い
た
。「
今
度
は
、

こ
の
端
ま
で
ま
っ
す
ぐ

縫
っ
て
ね
。」
と
一
つ
の

工
程
ご
と
に
太
田
さ
ん
が

声
を
か
け
る
。
穏
や
か
な

声
掛
け
で
、
ち
ょ
っ
と
飽

き
て
き
た
高
野
さ
ん
も
最

後
ま
で
や
り
と
げ
た
。

　

太
田
さ
ん
の
活
動
の

き
っ
か
け
は
、
障
害
児
に

関
わ
り
が
あ
っ
た
知
人
の

「
作
業
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
声
掛
け
だ
っ
た
。

作
業
所
は
や
が
て
、
安
定

し
た
活
動
場
所
が
欲
し
い

と
い
う
運
動
を
経
て
、
現

在
地
に
「
障
害
者
地
域
活

動
ホ
ー
ム
」
が
完
成
。
太

田
さ
ん
も
引
き
続
き
「
活

動
ホ
ー
ム
」
で
、
活
動
を

続
け
て
き
た
。
通
算
四
十

年
近
く
に
な
る
。
活
動
当

初
か
ら
週
一
日
と
い
う
の

は
、
変
わ
ら
な
い
。「
そ

れ
が
、
永
く
続
い
た
コ
ツ

か
し
ら
」
と
太
田
さ
ん
。

生
活
の
リ
ズ
ム
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
活
動
ホ
ー
ム

の
行
事
な
ど
で
お
休
み
に

な
る
と
、
一
週
間
が
長
く

感
じ
る
そ
う
。

　

長
い
活
動
の
中
で
は
、

「
こ
ち
ら
が
誠
実
に
対
応

す
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
応
え

て
く
れ
る
と
い
う
事
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。」

と
静
か
に
微
笑
み
な
が
ら

話
し
て
く
れ
た
。

太田秀子さん（右）といつも側で作
業を一緒にする高野光子さん（左）

第20回目となった今回も活発に意見
交換がなされた

平成２８年８月調査
平成28年度　特別支援学校・養護学校肢体不自由課程　
重度重複・要医療的ケア児童・生徒数　【居住区別】
平成２８年度
時点の学年 高1～高3 中1～中3 小1～小6 合計
ブロック
（居住区）

重度
重複

要医療
的ケア

重度
重複

要医療
的ケア

重度
重複

要医療
的ケア

重度
重複

要医療
的ケア

東部
（鶴見、神
奈川、西）

２4 1２ ２6 11 43 ２0 93 43

西部
（保土ヶ谷、旭、
戸塚、泉、瀬谷）

54 19 41 ２0 79 39 174 7８

南部
（中、南、港南、
磯子、金沢、栄）

36 ２1 33 1８ 90 39 159 7８

北部
（港北、緑、
青葉、都筑）

36 15 4８ ２7 9２ 37 176 79

合計 150 67 14８ 76 304 135 60２ ２7８
重度重複・・重症心身障害児の認定を受けている者。身障１種１級また
は、２級と療育手帳A1、A2の両方の手帳を併せ持っている者。	 	
　療育手帳はないが、明らかに重度の知的障害があると思われるもの。
（意思の疎通が難しいなど）
医療的ケア・・医療職でなければ対応できない行為がある者。



平成29年6月 お 元 気 で す か 4№179
　

自
閉
症
者
の
進
路
や
暮

ら
し
を
家
族
、
福
祉
、
教

育
、
行
政
関
係
者
で
考
え

る
自
閉
症
懇
談
会
（
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
・

座
長
・
谷
口
政
隆
氏
・
平

成
二
十
六
年
発
足
）
が
今

年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
。

　

同
懇
談
会
の
横
浜
市
へ

の
提
言
も
あ
り
、
横
浜
市

は
「
知
的
障
害
者
の
住
ま

い
検
討
部
会
」（
＊
以
下
、

住
ま
い
検
討
会
）
を
平
成

二
十
七
年
に
設
置
。
住
ま

い
検
討
会
の
報
告
な
ど
を

受
け
、
横
浜
市
は
二
十
八

年
度
、
人
材
育
成
策
と
し

て
「
強
度
行
動
障
害
支
援

力
向
上
研
修
」、
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

と
し
て
「
発
達
障
害
者
地

域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
を

配
置
し
た
。

　

ま
た
、
住
ま
い
検
討
会

で
は
今
後
の
課
題
と
し
て

「
生
活
を
立
て
直
す
機
能

と
場
の
整
備
」
も
提
言
し

て
い
る
。

▲
増
加
す
る
ニ
ー
ズ

　「
進
路
対
策
研
究
会
」

調
査
に
よ
る
と
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
の
方
は
、
七

七
四
名
中
（
平
成
二
十
八

度
特
別
支
援
学
校
等
卒
業

生
）
約
五
割
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、「
市
内
障
害

者
福
祉
施
設
実
態
調
査
」

（
横
浜
市
実
施
・
平
成
二

十
四
年
度
）
に
よ
る
と
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
入
所

施
設
の
待
機
者
六
五
一
名

中
、
行
動
障
害
の
方
は
半

数
以
上
を
占
め
て
い
る
。

▲
支
援
の
質
の
確
保
は
？

　
宍
倉
氏（
家
族
）は「
今

後
、
社
会
資
源
の
支
援
の

質
は
研
修
や
発
達
障
害
者

地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

配
置
に
よ
り
一
定
程
度
の

改
善
が
期
待
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
語
る
。

　
元
「
や
ま
び
こ
の
里
」

の
中
村
氏
は
「
行
動
障
害

の
方
に
取
り
組
む
に
は
組

織
全
体
の
軸
を
確
立
し
、

様
々
な
人
が
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
、
業
務
の
標
準

化
が
必
要
」
と
経
験
を
踏

ま
え
た
意
見
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
六
年

か
ら
、
主
に
自
閉
症
の
方

の
通
所
事
業
所
を
運
営
し

て
い
る
「
幹
」
の
斉
藤
氏

は
、
支
援
の
質
を
第
三
者

的
に
点
検
す
る
計
画
相
談

体
制
の
強
化
も
訴
え
る
。

▲
財
政
的
措
置
の
必
要
性

　
支
援
の
質
の
確
保
と
同

時
に
増
加
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
社

会
資
源
の
量
の
整
備
が
急

務
で
あ
る
。
環
境
整
備
、

人
的
配
置
を
可
能
と
す
る

た
め
、
さ
ら
な
る
財
政
的

措
置
の
必
要
性
を
多
く
の

出
席
者
が
訴
え
た
。

▲
家
庭
へ
の
支
援

　
一
方
、中
野
氏
（
家
族
）

は
、
社
会
資
源
へ
の
支
援

の
必
要
性
と
同
時
に
「
幼

児
、
学
齢
期
か
ら
家
庭
内

で
生
活
を
組
み
立
て
る
支

援
が
あ
れ
ば
、
早
い
段
階

で
本
人
や
家
族
が
抱
え
る

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
」

と
家
庭
支
援
の
重
要
性
を

語
る
。
　

　
ま
た
、八
島
氏
（
家
族
）

も
「
今
、
家
族
が
家
庭
で

行
っ
て
い
る
支
援
を
丁
寧

に
分
析
し
、
外
部
の
制
度

な
ど
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
本
人
の
暮
ら

し
は
さ
ら
に
多
様
な
も
の

と
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
今
後
を
展
望
す
る
。

▲
今
後

　
こ
れ
ら
の
議
論
を
受
け

谷
口
座
長
は
「
住
ま
い
検

討
会
の
報
告
な
ど
を
更
に

進
め
る
た
め
に
、
次
回
、

具
体
的
な
提
案
を
是
非
願

い
た
い
」
と
懇
談
会
出
席

者
に
呼
び
か
け
、
次
回
議

論
に
期
待
を
寄
せ
た
。

「
急
が
れ
る
社
会
資
源・施
策
の
整
備
」

～
第
五
回
自
閉
症
懇
談
会
を
開
催
～

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡

単
な
手
順
で
必
要
な
イ
ラ

ス
ト
を
選
び
印
刷
す
る
だ

け
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
は
印

刷
の
サ
イ
ズ
を
選
び
、

カ
ー
ド
も
最
大
十
二
枚
ま

で
組
み
合
わ
せ
る
事
が
で

き
ま
す
。

　
今
回
は
熱
中
症
の
予
防

に
役
立
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル

ボ
ー
ド
を
作
成
し
て
み
ま

し
た
。「
出
か
け
る
と
き

の
お
や
く
そ
く
」
と
し
て

『
帽
子
を
被
っ
て
』
外
出

し
よ
う
、
外
出
中
に
暑
い

と
感
じ
た
ら『
水
分
補
給
』

を
し
て
、
と
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
使
い
方

は
い
か
が
で
す
か
。

　
二
百
種
類
以
上
あ
る

カ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ

て
、
様
々
な
ボ
ー
ド
を
作

れ
ま
す
。
　
　
　

　
分
か
り
や
す
い
イ
ラ
ス

ト
を
使
っ
て
暮
ら
し
の
中

の
様
々
な
シ
ー
ン
で
皆
さ

ん
で
考
え
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
す
る
な
ど
、

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

出かけるときのおやくそく

「自閉症懇談会」参加者　（敬称略、順不同）
谷口　政隆　（座長・神奈川県立保健福祉大学名誉教授）
中野　美奈子（横浜市自閉症児・者親の会会長）
宍倉　孝　　（横浜市自閉症児・者親の会）
八島　敏昭　（横浜市自閉症児・者親の会）
中村　公昭　（千代田区立障害者就労支援施設ジョブ・サポート・プラザちよだ　所長）
赤川　真　　（NPO法人新　総括責任者）
斉藤　達之　（つるみ地域活動ホーム幹　施設長）
原田　淳　　（花みずき　施設長）
土橋　勉　　（南福祉ホームむつみ　事務長）
西尾　紀子　（横浜市発達障害者支援センター　発達障害者地域支援マネジャー）
小島　明　　（横浜市立日野中央高等特別支援学校　特別支援教育コーディネーター）
中村　剛志　（横浜市健康福祉局障害企画課企画調整係　担当係長）

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を

作
っ
て
み
よ
う
！

オリジナルコミュニケーションボードとは…
イラストを組み合わせてオリジナルのボードを作成で
きるシステム。イラストをダウンロードすることも可
能。
●問い合わせ：セイフティネットプロジェクト横浜事
務局（横浜市社会福祉協議会障害者支援センター）
☎　０４５－６８１－１２１１　薨　０４５－６８０－１５５０
※詳しくは『セイフティーネットプロジェクト横浜』
で検索！
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ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
の
活
用

～
泉
区
障
が
い
者
後
見
的

支
援
室
し
ー
ど
～

　
「
し
ー
ど
」に
、
近
隣
の

特
別
支
援
学
校
か
ら
研
修

会
講
師
の
依
頼
が
あ
っ

た
。
テ
ー
マ
は
「
後
見
的

支
援
制
度
や
卒
業
後
の
生

活
」。　
　

　

公
開
講
座
の
た
め
、
参

加
者
（
六
十
四
人
）
は
、

特
別
支
援
学
校
の
保
護
者

や
教
員
を
は
じ
め
、
地
域

の
小
中
学
校
・
個
別
級
の

保
護
者
、
地
域
住
民
と
幅

広
い
。　

　

多
く
の
方
に
こ
の
制
度

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
ま
ず
は
障
害
の
あ

る
人
の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー

ジ
い
た
だ
こ
う
と
、
使
用

し
た
研
修
は
「
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
講
座
（
※
参
照
）」。

障
害
の
あ
る
人
の
卒
業
後

の
日
中
活
動
や
暮
ら
し
に

つ
い
て
も
丁
寧
に
お
話
し

し
た
。

　

当
日
は
、
保
護
者
の
方

か
ら
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
入
居
に
つ
い
て
」、
地

域
住
民
の
方
か
ら
「
障
害

の
あ
る
人
と
か
か
わ
る
際

の
配
慮
に
つ
い
て
」な
ど
、

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

た
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
で
、
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
た
講
座
と
な
っ
た
。

　

二
つ
の
支
援
室
の
実
践

は
、
将
来
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
本
人
や
家
族
が
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
。

　

制
度
の
理
解
を
広
げ
る

た
め
に
、
そ
し
て
、
本
人

が
将
来
を
考
え
て
い
く

き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め

に
各
区
支
援
室
の
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
く
。

　

障
害
者
後
見
的
支
援
制

度
開
始
か
ら
六
年
半
。
こ

の
三
月
、
全
区
で
支
援
室

が
開
設
さ
れ
た
。
各
支
援

室
は
、
こ
の
制
度
の
目
的

の
一
つ
で
あ
る
「
本
人
の

将
来
を
と
も
に
考
え
る
」

た
め
に
本
人
や
家
族
と

じ
っ
く
り
向
き
あ
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
多
く
の
方
に

制
度
を
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
、
様
々
な
工
夫
を
し

て
い
る
。
今
回
は
、
最
近

開
催
さ
れ
た
支
援
室
主
催

の
勉
強
会
や
、
講
座
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け

お
金
の
勉
強
も

～
鶴
見
区
・
障
が
い
者

　
後
見
的
支
援
室

り
ん
く
る
つ
る
み
～

　

鶴
見
区
の
「
り
ん
く
る

つ
る
み
」、
障
害
者
本
人

が
自
分
の
将
来
を
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
積
極

的
に
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
が
「
お

金
と
上
手
に
つ
き
あ
お

う
！
」
と
い
う
本
人
向
け

勉
強
会
。
こ
れ
は
「
将
来

の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
、
お
金
の
勉
強

も
必
要
！
」
と
い
う
訓
練

会
の
お
母
さ
ん
か
ら
の
要

望
が
き
っ
か
け
。
講
師
は

担
当
職
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー

が
担
い
、
今
ま
で
数
回
開

催
し
て
き
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
お
金
の

計
算
の
仕
方
、
暮
ら
し
に

必
要
な
お
金
な
ど
、
イ
ラ

ス
ト
も
使
っ
て
具
体
的
に

お
話
し
し
て
い
る
。
参
加

し
た
ご
本
人
か
ら
は
「
勉

強
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
た
」と
い
う
感
想
も
。

障
害
者
後
見
的
支
援
制
度

～
将
来
を
考
え
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
～

和やかな雰囲気の勉強会

ホップステップ　ゆとり
（中区）
渡辺　梓さん

※
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座

　

障
害
の
あ
る
人
や
家
族
が
こ

れ
か
ら
の
活
動
や
暮
ら
し
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
り
、
検
討
す
る
時

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
講
座
。
内
容
は
日
中
活
動
、

健
康
、
余
暇
な
ど
暮
ら
し
に
関

連
す
る
制
度
等
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
作
成
。

ご
要
望
の
と
こ
ろ
へ
出
前
講
座

も
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
：
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
〇
四
五-

六
八
一-

一
二
一
一

　

ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
ゆ
と

り
に
通
う
渡
辺
梓
さ
ん
。

手
先
の
器
用
さ
を
活
か
し

て
作
業
で
は
フ
ェ
ル
ト
や

ビ
ー
ズ
の
製
品
作
り
な
ど

を
担
当
し
、
自
宅
で
は
編

み
物
な
ど
も
楽
し
む
。
そ

ん
な
渡
辺
さ
ん
が
長
く
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
手
話

の
勉
強
だ
。

　

勉
強
を
始
め
た
の
は
平

成
五
年
頃
。
N
H
K
「
み

ん
な
の
手
話
」
を
T
V
で

見
た
り
、
中
区
社
協
の
手

話
サ
ー
ク
ル
「
や
な
ぎ
の

会
」
に
毎
週
参
加
、
そ
の

他
に
も
手
話
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
に
参
加
す
る
な
ど
、

多
く
の
仲
間
と
一
緒
に
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

最
近
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
、
区
社

協
で
開
催
さ
れ
た
手
話
講

座
に
教
え
る
側
と
し
て
参

加
。「
教
え
る
の
は
楽
し

い
。
や
な
ぎ
の
会
の
人
や

周
り
の
人
が
自
分
の
背
中

を
押
し
て
く
れ
て
い
る
」

と
話
す
。
手
話
ダ
ン
ス
で

は
区
内
の
施
設
や
団
体
が

活
動
な
ど
を
披
露
す
る

「
ぽ
れ
ぽ
れ
祭
り
」
や
ケ
ア

プ
ラ
ザ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
の
実
演
な
ど
、
様
々
な

場
面
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

取
材
に
伺
っ
た
際
は
、

手
話
技
能
検
定
の
受
験
に

向
け
て
準
備
の
真
っ
最
中
。

教
本
を
手
に
「
頑
張
り
ま

す
。」
と
語
っ
て
下
さ
っ

た
。（
後
日
、
七
級
合
格

と
の
嬉
し
い
ご
報
告
を
伺

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。）

自分の好きなこ
とや趣味を見つ
ける秘訣は？と
伺うと、「DVD
や折り紙などま
ずはいろいろ楽
しいことをして
みるといい。」
と笑顔で答える
渡辺さん。
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東
日
本
大
震
災
発
生
か

ら
六
年
と
な
っ
た
平
成
二

十
九
年
三
月
十
一
日
、
横

浜
あ
ゆ
み
荘
で
は
、
横
浜

市
消
防
局
Ｏ
Ｂ
を
講
師
に

迎
え
、
日
々
の
防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
研
修
会
『
防
災
研
修

会
・
災
害
に
備
え
よ
う
！

非
常
食
を
食
べ
て
み
よ

う
！
』
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
入
居
者
と
職
員
を
対

象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

都
筑
地
区
セ
ン
タ
ー
と

の
共
催
で
実
施
し
た
こ
の

研
修
に
は
、
総
勢
十
二
名

が
参
加
、
最
初
に
横
浜
あ

ゆ
み
荘
館
内
を
利
用
し

て
、
旅
行
先
で
災
害
に
備

え
る
た
め
の
避
難
経
路
確

保
の
方
法
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
、
都
筑
地

区
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移

し
、
炊
飯
袋
を
使
用
し
て

お
米
を
炊
く
技
術
な
ど
、

物
資
の
少
な
い
中
で
の
食

べ
物
を
確
保
す
る
手
段
を

実
践
を
通
し
て
習
得
し
ま

し
た
。

　

有
事
の
備
え
や
避
難
訓

練
に
つ
い
て
、
疑
問
点
を

講
師
か
ら
丁
寧
に
教
え
て

い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

外
壁
お
よ
び
屋
根
の

大
規
修
繕
の
お
知
ら
せ

　

横
浜
あ
ゆ
み
荘
で
は
、

平
成
二
十
九
年
九
月
か
ら

平
成
三
十
年
三
月
ま
で
外

壁
お
よ
び
屋
根
の
修
繕
を

行
う
予
定
で
す
。

　

工
事
は
日
曜
日
を
除
く

日
中
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
時
間
帯
は
工
事
に
伴

う
騒
音
が
発
生
す
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

建
物
全
体
を
囲
う
よ
う
に

足
場
が
組
ま
れ
、
覆
い
が

か
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

室
内
か
ら
の
眺
望
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
あ
ゆ
み
荘
を

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

お
客
様
に
お
き
ま
し
て
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い

た
し
ま
す
が
、
安
全
に
は

充
分
に
配
慮
し
、
工
事
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
く
ず
が
や
ゆ
め
ひ
ろ
ば
」

開
催

　

三
月
二
十
六
日
（
日
）、

「
く
ず
が
や
ゆ
め
ひ
ろ
ば

～
い
ち
ご
狩
り
＆
シ
ョ
ー

ト
ケ
ー
キ
作
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
く
ず
が
や
ゆ
め
ひ
ろ

ば
」
は
、
地
区
社
協
な
ど

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

と
、
葛
が
谷
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
、
都
筑
区
社
会
福
祉

協
議
会
、
都
筑
地
区
セ
ン

タ
ー
、
横
浜
あ
ゆ
み
荘
の

共
催
で
、
地
域
と
障
害
児

世
帯
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目

的
に
、
障
害
児
の
余
暇
支

援
活
動
や
家
族
勉
強
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

開
所
か
ら
三
年
目
と
な

る
、受
注
セ
ン
タ
ー「
わ
ー

く
る
」で
は
、こ
の
度
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
デ

ザ
イ
ン
変
更
の
ほ
か
、
新

た
に『
わ
ー
く
る
商
店
街
』

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

製
品
情
報

　
「
わ
ー
く
る
商
店
街
」

は
、
受
注
セ
ン
タ
ー
わ
ー

く
る
登
録
事
業
所
で
製
作

さ
れ
た
自
主
製
品
の
紹
介

ペ
ー
ジ
。「
雑
貨
」「
革
・

木
製
品
」「
布
・
紙
製
品
」

「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」「
絵
画・

書
」「
焼
菓
子
」「
そ
の
他

食
品
」の
七
つ
の
店
舗（
カ

テ
ゴ
リ
ー
）
が
、
特

色
あ
る
製
品
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

雑
貨
ペ
ー
ジ
で
は

マ
グ
ネ
ッ
ト
や
碗
皿
、

コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の

日
用
品
を
掲
載
、
か

わ
い
い
ネ
ッ
ク
レ
ス

や
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
も

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
店

舗
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
焼
菓
子
店
で
は
、
春

か
ら
初
夏
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
、
花
の
形
の
サ
ブ
レ

や
さ
く
ら
ケ
ー
キ
な
ど
明

る
く
や
わ
ら
か
な
色
合
い

の
製
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。

ご
注
文
は

　

商
品
の
購
入
は
、
製
品

詳
細
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
販

売
事
業
所
に
注
文
で
き
ま

す
。
今
後
も
季
節
に
合
わ

せ
た
商
品
を
順
次
掲
載
予

定
。
是
非
、
ご
来
店
の
う

え
、
ご
購
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

当
日
は
雨
模
様
の
中
、

参
加
児
童
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
ペ
ア
を
組
ん
で
い
ち

ご
狩
り
を
し
た
後
、
採
れ

た
て
の
い
ち
ご
で
ケ
ー
キ

を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
時
日
に
開
催
し
た
勉

強
会
で
は
、「
高
校
卒
業

後
の
進
路
～
主
に
就
労
に

つ
い
て
～
」を
テ
ー
マ
に
、

有
意
義
な
情
報
交
換
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

お
問
合
せ
は
、
横
浜
あ
ゆ

み
荘
ま
で
。

☎
（
９
４
１
）
８
３
８
３

熱心な参加者の皆さん

いちごでケーキ作り！情報共有のための勉強会

「
防
災
研
修
会
」
開
催

よ
こ
は
ま
障
害
者
共
同
受

注
総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

【問合せ先】
よこはま障害者共同受
注総合センター
電話　０４５－３０６―９９１０
わーくるホームページ：
http://www.yoko 
hama-juchuu.jp

「受注センターわーく
る」で検索
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